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ア
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よ
う
や
く
判
決
を
取
っ
て

も
次
は
執
行
と
面
倒
は
続

く
。
も
っ
と
言
え
ば
法
律
と

い
う
ル
ー
ル
の
で
き
が
ず
っ

と
良
く
て
、
皆
が
自
主
的
に

守
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
も
そ

も
裁
判
な
ん
て
手
間
も
必
要

が
な
い
は
ず
▼
世
迷
い
言
の

よ
う
だ
が
、
実
は
既
に
15
年

以
上
も
う
ま
く
い
き
、
我
が

国
の
国
家
予
算
以
上
の
価
値

を
生
み
出
し
て
い
る
、
で
き

の
良
い
ル
ー
ル
が
あ
る
。
そ

こ
に
は
ル
ー
ル
だ
け
が
存
在

し
、
誰
も
管
理
せ
ず
、
全
て

が
オ
ー
プ
ン
で
あ
る
。
サ
ト

シ
ナ
カ
モ
ト
と
い
う
名
前
の

出
て
く
る
ア
レ
で
あ
る
▼
管

理
者
が
い
な
い
の
で
、
誰
か

の
恣
意
性
を
心
配
す
る
必
要

が
な
い
反
面
、
誤
送
金
や
、

秘
密
鍵
を
紛
失
と
い
っ
た
ミ

ス
に
救
済
手
段
は
な
い
。
困

っ
た
と
き
に
、
責
任
者
が
何

と
か
し
て
く
れ
る
と
い
う
こ

と
は
な
い
。
権
力
が
嫌
い
な

人
も
自
己
責
任
が
好
き
な
人

も
き
っ
と
気
に
い
る
だ
ろ
う

▼
通
貨
と
し
て
の
利
用
を
超

え
た
ス
マ
ー
ト
コ
ン
ト
ラ
ク

ト
の
登
場
以
降
、
さ
ら
に
、

応
用
へ
の
興
味
が
広
が
っ
て

い
る
。
様
々
な
問
題
に
対
策

を
立
て
な
が
ら
、
法
的
整
備

を
含
め
て
徐
々
に
社
会
的
な

応
用
に
向
け
た
動
き
が
始
ま

り
つ
つ
あ
る
。
Ｄ
Ａ
Ｏ
と
か

Ｗ
Ｅ
Ｂ
３
な
ん
て
言
葉
と
と

も
に
▼
執
行
の
話
に
戻
る

と
、
ブ
ツ
で
も
な
く
、
法
的

根
拠
も
第
三
債
務
者
も
存
在

し
な
い
こ
の
よ
う
な
財
産
権

を
ど
の
よ
う
に
差
し
押
さ
え

て
換
価
す
る
か
と
い
う
の

は
、
な
か
な
か
興
味
深
い
難

問
で
あ
る
。 

 

（
勝
俣　

豪
）

第
12
回　

人
権
シ
ン
ポ
in
か
な
が
わ

　

日　

時　

２
０
２
４
年
11
月
４
日
（
月
・
祝
）
10
時
〜
17
時

　

場　

所　

会
館
・
Ｗ
ｅ
ｂ
開
催
（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
）・
開
港
記
念
会
館　

　
　
　
　
　

※
イ
ベ
ン
ト
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

詳
細
は
当
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

イ
ベ
ン
ト
情
報
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

し
、
証
人
尋
問
・
被
告
人
質

問
・
論
告
弁
論
を
行
う
も
の

で
あ
る
。

　

神
奈
川
県
で
は
３
校
の
エ

ン
ト
リ
ー
が
あ
っ
た
の
で
、

本
戦
出
場
校
１
校
を
選
ぶ
た

め
、
５
月
11
日
に
予
選
が
開

催
さ
れ
た
。
開
催
当
日
は
各

校
の
生
徒
が
会
館
に
来
訪

し
、
初
見
の
模
擬
裁
判
教
材

を
検
討
し
た
上
で
、
有
罪
・

無
罪
の
結
論
及
び
そ
の
理
由

を
発
表
し
た
。
そ
の
結
果
、

森
村
学
園
高
等
部
が
予
選
を

突
破
し
、
日
弁
連
の
本
選
に

出
場
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

当
会
で
は
、
残
る
２
校
に

つ
い
て
も
模
擬
裁
判
を
通
じ

の
期
間
を
費
や
し
た
力
作
で

あ
る
。

　

前
日
ま
で
の
台
風
10
号
の

影
響
に
よ
り
、
静
岡
県
弁
護

士
会
の
参
加
が
か
な
わ
な
か

っ
た
も
の
の
、
当
日
は
天
候

が
回
復
し
、
研
究
会
に
は
当

会
を
含
む
関
東
10
県
よ
り
総

勢
２
９
０
名
（
う
ち
会
場
出

席
１
８
９
名
、
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
に

よ
る
参
加
１
０
１
名
）
が
参

加
し
た
。

　

岩
田
武
司
会
長
に
よ
る
開

会
宣
言
の
後
、
伊
藤
信
吾
日

弁
連
副
会
長
よ
り
挨
拶
が
あ

り
、
研
究
会
が
ス
タ
ー
ト
し

た
。

　

ま
ず
、齋
藤
隆
弁
護
士（
第

　

８
月
３
日
、
日
弁
連
主
催

の
第
17
回
高
校
生
模
擬
裁
判

選
手
権
及
び
当
会
主
催
の
同

選
手
権
神
奈
川
県
交
流
戦
が

行
わ
れ
た
。

　

本
年
は
、
模
擬
裁
判
選
手

権
の
う
ち
の
関
東
大
会
は
東

京
地
裁
の
法
廷
等
を
利
用
し

て
、
神
奈
川
県
交
流
戦
は
当

会
会
館
の
会
議
室
を
法
廷
に

見
立
て
て
行
わ
れ
た
。

　

模
擬
裁
判
選
手
権
と
は
、

１
つ
の
事
件
を
素
材
に
、
法

律
実
務
家
の
支
援
を
受
け
な

が
ら
、
参
加
各
校
が
検
察
チ

ー
ム
・
弁
護
チ
ー
ム
を
組
織

し
、
高
校
生
自
身
の
発
想
で

争
点
を
見
つ
け
出
し
、
整
理

　

８
月
31
日
、
関
東
十
県
会

夏
期
研
究
会
が
、
み
な
と
み

ら
い
に
あ
る
横
浜
ベ
イ
ホ
テ

ル
東
急
に
て
開
催
さ
れ
た
。

　

研
究
会
の
テ
ー
マ
は
、「
建

築
請
負
・
建
築
紛
争
の
法
律

実
務
」
で
あ
る
。

　

開
催
に
当
た
り
、
20
年
前

に
当
会
で
執
筆
発
行
し
た

「
建
築
請
負
・
建
築
瑕
疵
の

法
律
実
務
」（
ぎ
ょ
う
せ
い
）

を
全
面
改
訂
し
、
新
た
に
、

当
会
編
「
建
築
請
負
・
建
築

紛
争
の
法
律
実
務
」（
ぎ
ょ

う
せ
い
）と
し
て
出
版
し
た
。

剱
持
京
助
実
行
委
員
会
委
員

長
指
揮
の
下
、
41
名
の
執
筆

者
・
編
集
委
員
が
約
１
年
半

論
と
な
る
か

が
変
化
し
得

る
、
取
り
組

み
が
難
し
い

教
材
で
あ
っ

た
。し
か
し
、

各
校
と
も
難

し
い
教
材
に

果
敢
に
食
ら

い
つ
き
、
高

校
生
な
ら
で

は
の
創
意
工

夫
を
し
な
が

ら
、
弁
護
士

顔
負
け
の
法

廷
活
動
を
行

っ
て
い
た
。

　

神
奈
川
県

交
流
戦
で
は
、
桐
光
学
園
高

等
学
校
が
優
勝
、
法
政
大
学

第
二
高
等
学
校
が
準
優
勝
と

な
っ
た
。

　

参
加
さ
れ
た
生
徒
の
皆
さ

ん
に
と
っ
て
、
青
春
の
一
頁

ラ
ン
弁
護
士
に
扮
し
た
髙
岡

会
員
が
、
若
手
弁
護
士
か
ら

最
近
の
建
築
紛
争
に
関
す
る

民
法
改
正
、
重
要
判
例
に
つ

い
て
教
わ
る
様
子
の
幕
間

に
、
出
版
書
籍
の
内
容
を
紹

介
す
る
と
い
う
コ
メ
デ
ィ
タ

ッ
チ
の
寸
劇
が
披
露
さ
れ
、

堅
苦
し
く
な
り
が
ち
な
研
究

会
会
場
を
笑
い
で
満
た
し

た
。
な
お
、
幕
間
に
挿
入
さ

れ
た
音
楽
が
、
岩
田
会
長
の

生
演
奏
で
あ
っ
た
こ
と
を
知

る
人
は
少
な
い
。

　

寸
劇
の
後
は
、「
建
築
瑕

疵
に
関
す
る
不
法
行
為
責
任

と
す
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

　

最
後
に
、
剱
持
委
員
長
の

閉
会
の
辞
を
も
っ
て
研
究
会

は
盛
会
の
ま
ま
終
了
し
た
。

　

続
い
て
、
会
場
の
隣
の
宴

会
場
に
て
、
岩
田
会
長
の
開

会
の
辞
を
皮
切
り
に
、
懇
親

会
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
、
県
内
の
日

本
酒
や
、
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｍ

Ａ
の
名
を
冠
し
た
オ
リ
ジ
ナ

ル
カ
ク
テ
ル
が
振
る
舞
わ

れ
、
参
加
者
１
５
２
名
の
喉

を
潤
し
た
。

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し

て
、
岩
田
会
長
、
今
井
史
郎

と
な
る
と
と
も
に
、
法
や
裁

判
制
度
、
法
的
な
も
の
の
考

え
方
に
更
に
興
味
を
持
っ
て

く
れ
る
こ
と
を
願
う
ば
か
り

で
あ
る
。

（
会
員　

市
川　

知
明
）

を
巡
る
諸
問
題
」と
題
し
て
、

齋
藤
隆
弁
護
士
、
城
田
孝
子

会
員
、
原
田
満
会
員
、
及
川

健
一
郎
会
員
に
よ
る
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ

れ
、
建
物
の
基
本
的
安
全
性

を
損
な
う
瑕
疵
の
捉
え
方

や
、
修
補
費
用
・
建
替
費
用

の
算
定
基
準
時
・
収
益
物
件

の
建
替
費
用
と
損
益
相
殺
の

可
否
等
の
問
題
に
つ
い
て
議

論
し
た
。

　

次
回
研
究
会
開
催
地
で
あ

る
長
野
県
弁
護
士
会
の
山
崎

勝
巳
会
長
よ
り
、
次
回
テ
ー

マ
を
「
不
動
産
登
記
訴
訟
」

副
会
長
が
率
い
る
バ
ン
ド
メ

ン
バ
ー
が
５
曲
を
演
奏
・
熱

唱
し
、
ま
た
、
姜
文
江
副
委

員
長
を
中
心
と
す
る
メ
ン
バ

ー
が
、「
虎
に
翼
」
の
主
題

歌
「
さ
よ
ー
な
ら
ま
た
い
つ

か
！
」
に
合
わ
せ
た
ダ
ン
ス

を
披
露
し
、
大
い
に
盛
り
上

が
っ
た
。

　

村
林
俊
行
関
弁
連
副
理
事

長
、
今
井
副
会
長
の
中
締
め

の
挨
拶
の
後
、
来
年
の
長
野

で
の
再
会
を
誓
い
合
っ
て
、

懇
親
会
は
終
了
し
た
。

 

（
会
員　

及
川　

健
一
郎
）

て
充
実
し
た
体
験
を
し
て
ほ

し
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
日

弁
連
の
模
擬
裁
判
選
手
権
と

同
日
に
神
奈
川
県
交
流
戦
を

開
催
し
た
。

　
「
交
流
」
と
い
っ
て
も
、

日
弁
連
の
模
擬
裁
判
選
手
権

と
同
じ
教
材
を
用
い
、
ほ
ぼ

同
内
容
の
法
廷
活
動
の
上

で
、
優
勝
校
と
準
優
勝
校
を

決
定
す
る
と
い
う
、
極
め
て

本
格
的
な
試
合
で
あ
る
。

　

今
年
の
模
擬
裁
判
の
テ
ー

マ
は
「
殺
人
」
で
あ
っ
た
。

し
か
も
、
尋
問
に
よ
っ
て
聞

き
出
す
べ
き
事
項
が
多
く
、

尋
問
の
組
み
立
て
方
に
よ
っ

て
、
ど
の
よ
う
な
論
告
・
弁

二
東
京
弁
護
士
会
）
に
よ
る

基
調
講
演
「
専
門
的
知
見
の

活
用
の
方
策
と
そ
の
課
題
―

建
築
訴
訟
を
中
心
に
専
門
訴

訟
に
つ
い
て
考
え
る
―
」
で

は
、
元
裁
判
官
と
し
て
の
豊

富
な
経
験
を
交
え
な
が
ら
、

専
門
訴
訟
に
専
門
家
が
関
与

す
る
場
面
で
弁
護
士
が
留
意

す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
が
解
説
さ

れ
た
。

　

次
に
、
髙
岡
俊
之
会
員
が

率
い
る
髙
岡
劇
団
が
10
年
ぶ

り
に
登
場
し
た
。「
ち
ょ
っ

と
教
え
て
。
い
ま
ど
き
の
建

築
紛
争
」
と
題
し
て
、
ベ
テ

テ
ー
マ
は「
殺
人
」

高
校
生
の
模
擬
裁
判
選
手
権
・
交
流
戦

２０２４年度 関東十県会夏期研究会開催

建築請負・建築瑕疵の法律実務建築請負・建築瑕疵の法律実務
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

の
様
子

「虎に翼」のダンス

交流戦の様子
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『
障
害
が
あ
る
／
障
害
が
疑

わ
れ
た
と
き
の
刑
事
弁
護
活

動
』
と
い
う
テ
ー
マ
で
研
修

を
行
っ
た
。
こ
の
研
修
は
、

知
的
障
が
い
者
等
の
当
番
弁

護
士
な
ど
の
名
簿
登
載
要
件

と
な
る
研
修
を
兼
ね
て
い
る
。

　

講
師
は
、
一
般
社
団
法
人

東
京
Ｔ
Ｓ
ネ
ッ
ト
（
罪
に
問

わ
れ
た
障
が
い
の
あ
る
人
た

ち
を
支
援
し
、
誰
も
が
共
に

生
き
る
こ
と
が
で
き
る
社
会

を
目
指
し
て
活
動
し
て
い
る

団
体
）の
代
表
理
事
を
務
め
、

刑
事
弁
護
人
と
し
て
も
多
く

の
事
件
に
取
り
組
ん
で
き
た

弁
護
士
で
あ
る
。

　

本
研
修
で
は
、
被
疑
者
・

被
告
人
に
障
が
い
が
あ
る
、

あ
る
い
は
障
が
い
が
疑
わ
れ

た
と
き
の
刑
事
弁
護
活
動
に

つ
い
て
、
充
実
し
た
内
容
の

研
修
が
な
さ
れ
た
。

　

私
個
人
と
し
て
も
肝
に
銘

じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感

じ
た
の
は
、「
障
が
い
の
あ

る
人
の
刑
事
弁
護
に
お
い
て

も
、
基
本
的
な
弁
護
活
動
や

弁
護
人
と
し
て
の
姿
勢
は
、

そ
の
他
の
事
件
と
何
ら
変
わ

る
と
こ
ろ
は
な
い
」
と
い
う

講
師
の
指
摘
で
あ
る
。

　

障
が
い
が
あ
る
人
の
事
件

を
担
当
す
る
弁
護
士
は
、「
有

罪
を
前
提
と
し
た
再
犯
防

止
」
に
傾
い
て
し
ま
う
危
険

性
が
あ
る
。「
無
罪
を
争
う

べ
き
事
案
で
は
な
い
の
か
」、

「
早
期
に
身
体
拘
束
か
ら
の

解
放
は
で
き
な
い
か
」、「
よ

り
軽
い
処
分
や
量
刑
を
獲
得

で
き
な
い
か
」
と
い
っ
た
、

弁
護
人
が
検
討
す
べ
き
基
本

的
な
事
項
を
、
障
が
い
が
あ

る
人
に
対
す
る
弁
護
活
動
で

も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ

う
。

　

次
に
、
本
研
修
を
受
講
し

て
改
め
て
重
要
で
あ
る
と
感

じ
た
の
は
、「
ま
ず
は
障
が

い
に
気
付
く
こ
と
が
何
よ
り

大
切
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
講
師
は
、裁
判
官
、

検
察
官
、
弁
護
士
が
誰
も
被

告
人
の
障
が
い
に
気
付
か
ず

に
裁
判
手
続
が
進
行
し
て
い

く
ケ
ー
ス
が
少
な
く
は
な
い

こ
と
を
指
摘
し
て
い
た
。

　
「
障
が
い
に
気
付
く
こ
と
」

が
適
切
な
弁
護
活
動
の
ス
タ

ー
ト
と
な
る
た
め
、
弁
護
人

と
し
て
は
こ
の
気
付
き
を
得

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
注
意

を
し
た
い
。

　

本
研
修
は
会
員
サ
イ
ト
で

受
講
で
き
る
よ
う
に
な
る
予

定
で
あ
る
。
障
が
い
に
気
付

く
方
法
論
、
気
付
い
た
後
の

弁
護
活
動
の
あ
り
方
を
知
る

こ
と
が
で
き
る
研
修
で
あ
る

の
で
、
会
員
に
は
是
非
受
講

を
お
勧
め
し
た
い
。

（
会
員　

狩
野　

直
哉
）

　

８
月
１
日
、臨
床
心
理
士
・

公
認
心
理
師
の
資
格
を
持
つ

山
田
恵
太
弁
護
士
（
東
京
弁

護
士
会
）
を
講
師
に
招
き
、

当会の財政はいかにして
逼迫を深めたか

障害がある／疑われたときの
 刑事弁護活動
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創
立
1
5
0
年
会
史
編
纂
特
別
委
員
会　

副
委
員
長　

間
部　

俊
明

る
舟
倉
清
一
が
、「
日
支
事

変
」
で
出
征
中
で
あ
っ
た
。

議
長
が
第
１
号
議
案
に
つ
い

て
、賛
否
を
問
う
た
と
こ
ろ
、

異
議
な
く
原
案
通
り
可
決
さ

れ
た
。

　

児
玉
正
五
郎
会
員
は
、
第

２
号
議
案
に
つ
き
「
出
征
軍

人
が
勤
め
人
こ
と
に
役
所
勤

め
の
場
合
は
、
給
料
は
全
額

遺
家
族
が
受
け
る
こ
と
と
な

る
が
、
弁
護
士
の
場
合
は
、

全
く
収
入
の
道
な
く
、
相
当

の
援
助
を
な
す
こ
と
は
吾
々

同
僚
と
し
て
の
責
務
で
あ

る
」
と
賛
成
討
論
を
行
い
、

議
長
が
議
場
に
諮
っ
た
と
こ

　

こ
の
間
、
寄
付
の
要
請
が

続
い
て
い
る
。「
先
般
、
総

会
決
議
に
よ
り
国
防
献
金
及

び
横
浜
市
出
征
軍
人
家
族
後

援
会
へ
の
寄
付
等
五
百
円
を

臨
時
支
出
し
た
。
こ
れ
に
本

日
緊
急
動
議
で
出
て
く
る
は

ず
の
遵
法
週
間
計
画
費
百
円

の
寄
付
を
加
え
れ
ば
、
今
期

収
支
残
は
、
わ
ず
か
８
円
ば

か
り
と
な
る
。」
加
え
て
第

２
号
議
案
（
出
征
会
員
家
族

慰
安
及
び
扶
助
等
の
事
業
）

に
触
れ
、
こ
の
事
業
を
行
う

に
は
会
費
の
値
上
げ
が
必
要

で
あ
る
と
会
費
値
上
げ
の
趣

旨
を
補
充
し
た
。
会
員
で
あ

　

１
９
３
７
年（
昭
和
12
年
）

９
月
18
日
の
臨
時
総
会
の
議

事
録
を
読
む
と
、
戦
争
に
向

か
う
時
代
の
急
展
開
が
見
て

取
れ
る
。
読
む
ほ
ど
に
胸
が

痛
く
な
る
。

　

第
１
号
議
案
は
会
費
値
上

げ
で
あ
る
。こ
の
議
案
は
、８

日
前
の
臨
時
総
会
に
も
提
出

さ
れ
た
が
、
定
数
に
達
し
な

い
と
し
て
採
決
で
き
ず
、
９

月
18
日
の「
再
回
臨
時
総
会
」

で
審
議
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

従
前
月
額
２
円
だ
っ
た
会

費
を
月
額
３
円
に
値
上
げ
し

よ
う
と
い
う
提
案
で
あ
る
。

名
越
副
会
長
は
言
う
。

局
責
任
追
及
決
議
に
基
づ
く

反
対
運
動
を
行
う
た
め
の
実

行
委
員
だ
っ
た
（
前
掲
３
１

９
頁
）。
そ
の
舟
倉
が
当
会

で
初
の
出
征
会
員
と
な
っ
た

の
は
偶
然
だ
っ
た
の
か
。

　

前
回
、
小
田
原
部
へ
の
補

助
金
放
棄
要
請
と
い
う
異
例

の
執
行
部
方
針
を
紹
介
し
た

が
、
会
の
財
政
は
明
ら
か
に

逼
迫
し
て
い
た
。
し
か
も
、

そ
の
動
き
は
勢
い
を
強
め
よ

う
と
し
て
い
た
。
当
会
は
、

戦
争
に
向
け
て
動
員
さ
れ
始

め
て
い
た
。
各
方
面
か
ら
の

寄
付
要
請
に
対
し
て
否
認
な

い
し
抗
弁
す
る
論
理
は
な
か

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

ろ
満
場
一
致
で
可
決
さ
れ
た
。

　

児
玉
は
続
い
て
緊
急
動
議

を
提
出
し
た
。
10
月
１
日
の

司
法
記
念
日
を
、
１
日
か
ら

５
日
間
の
遵
法
週
間
と
定

め
、
官
民
協
力
の
下
に
国
民

精
神
総
動
員
運
動
が
実
施
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
、
横
浜
地

方
裁
判
所
に
お
い
て
も
そ
の

運
動
を
実
施
す
る
こ
と
を
決

定
し
、
当
会
に
対
し
援
助
方

を
申
し
入
れ
て
き
た
。
そ
こ

で
、
在
野
法
曹
と
し
て
こ
れ

に
協
力
す
る
意
味
で
百
円
を

寄
付
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
。

　

当
会（
旧
横
浜
弁
護
士
会
）

は
、
会
費
値
上
げ
を
決
め
た

臨
時
総
会
の
わ
ず
か
２
か
月

前
で
あ
る
１
９
３
７
年
（
昭

和
12
年
）
７
月
17
日
、
陪
審

法
改
正
反
対
・
捜
査
当
局
責

任
追
及
決
議
を
採
択
し
（
横

浜
弁
護
士
会
史
上
巻
３
１
１

頁
以
下
）、
決
議
に
基
づ
く

反
対
運
動
を
行
う
た
め
に
、

実
行
委
員
会
を
結
成
し
、
会

長
経
験
者
や
有
力
会
員
15
名

を
委
員
に
選
任
し
、
実
行
委

員
会
は
、活
発
に
活
動
し
た
。

反
対
運
動
の
結
果
、
こ
の
法

案
は
審
議
未
了
と
な
り
、
政

府
の
意
図
は
実
現
し
な
か
っ

た
。
当
会
の
立
憲
主
義
擁
護

の
運
動
は
全
国
的
な
成
果
を

挙
げ
た
と
い
え
よ
う
。

　

ち
な
み
に
、舟
倉
清
一
は
、

陪
審
法
改
正
反
対
・
捜
査
当

『
共
犯
者
に
面
会
し
て
言
い

分
を
確
認
し
て
き
て
ほ
し

い
』
と
言
わ
れ
た
ら
ど
う
す

べ
き
か
」、「
接
見
禁
止
決
定

が
出
て
い
る
事
件
で
、
接
見

中
に
被
疑
者
か
ら
妻
宛
て
の

手
紙
を
見
せ
ら
れ
、『
こ
の

内
容
を
妻
に
伝
え
て
ほ
し

い
』
と
言
わ
れ
た
場
合
、
ど

の
よ
う
に
対
応
す
べ
き
か
」

と
い
っ
た
設
問
で
あ
る
。
い

ず
れ
も
遭
遇
す
る
こ
と
が
あ

り
そ
う
な
場
面
で
あ
り
、
倫

理
に
つ
い
て
の
考
え
方
が
整

理
で
き
て
い
な
い
と
、
弁
護

人
と
し
て
の
行
動
に
迷
い
が

生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
場
面

で
あ
る
。

　

例
え
ば
前
者
の
場
面
に
つ

い
て
、
修
習
生
に
ど
の
よ
う

に
考
え
る
か
を
問
う
と
、
罪

証
隠
滅
に
加
担
す
る
こ
と
に

な
る
お
そ
れ
な
ど
を
理
由

に
、「
そ
の
よ
う
な
こ
と
は

す
べ
き
で
は
な
い
」
と
い
う

答
え
が
返
っ
て
く
る
こ
と
が

多
い
。

　

弁
護
士
に
と
っ
て
は
、
対

応
を
誤
れ
ば
犯
罪
行
為
と
な

っ
た
り
、
懲
戒
処
分
を
受
け

た
り
す
る
可
能
性
も
あ
る
場

面
で
あ
り
、「
慎
重
に
考
え

る
」
と
い
う
こ
と
は
重
要
で

あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ

れ
で
最
善
努
力
義
務
を
果
た

し
た
こ
と
に
な
る
の
か
、
と

い
う
こ
と
を
考
え
さ
せ
る
こ

と
に
な
る
。

 

（
続
く
）

　

弁
護
士
に
は
基
本
的
人
権

の
擁
護
・
社
会
正
義
の
実
現

と
い
う
使
命
が
あ
り
、
そ
の

使
命
に
基
づ
き
誠
実
に
職
務

を
行
う
義
務
（
誠
実
義
務
）

が
あ
る
（
弁
護
士
法
１
条
）。

　

刑
事
弁
護
の
場
面
で
は
、

誠
実
義
務
は
、
被
疑
者
・
被

告
人
の
権
利
・
利
益
を
擁
護

す
る
た
め
最
善
の
弁
護
活
動

に
努
め
る
と
い
う
最
善
努
力

義
務
と
し
て
現
れ
る
こ
と
に

な
る
（
弁
護
士
職
務
基
本
規

程
46
条
）。

　

刑
事
弁
護
に
お
け
る
弁
護

士
倫
理
は
、
多
く
の
場
合
、

こ
の
誠
実
義
務
・
最
善
努
力

義
務
と
他
の
法
令
や
義
務
と

の
衝
突
と
い
う
形
で
問
題
と

な
る
。

　
「
他
の
法
令
や
義
務
」
の

代
表
例
と
し
て
は
、
罪
証
隠

滅
（
の
防
止
）
が
あ
る
。
証

拠
隠
滅
や
偽
証
教
唆
は
犯
罪

行
為
で
あ
り
、
弁
護
士
職
務

基
本
規
程
上
も
５
条
や
14
条

と
い
っ
た
規
定
に
よ
り
禁
止

さ
れ
る
。
し
か
し
、
民
事
事

件
の
利
益
相
反
の
よ
う
な
場

面
と
は
異
な
り
、「
安
全
策
」

を
取
っ
て
回
避
的
な
行
動
ば

か
り
取
っ
て
い
て
は
、
今
度

は
誠
実
義
務
・
最
善
努
力
義

務
を
果
た
し
て
い
る
と
は
い

え
な
く
な
る
。

　

演
習
で
修
習
生
に
与
え
ら

れ
る
の
は
、「
共
犯
者
が
共

に
身
体
拘
束
を
受
け
て
い
る

共
犯
事
件
で
、
被
疑
者
か
ら

「
弁
共
演
習
」

 
―
刑
事
弁
護
に
関
す
る
弁
護
士
倫
理

そ
の
２

会
員　

妹
尾　

孝
之

刑事弁護修習の刑事弁護修習の
最前線最前線

～20年目の司法修習～
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令
和
４
年
４
月
、
新
卒
で
新
聞
業

界
に
足
を
踏
み
入
れ
た
。
米
Ｏ
ｐ
ｅ

ｎ
Ａ
Ｉ
が
対
話
型
Ａ
Ｉ
「
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ

Ｇ
Ｐ
Ｔ
」
を
公
開
し
た
の
は
そ
の
年

の
冬
だ
。
同
社
や
米
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ

ア
大
の
研
究
者
ら
の
昨
年
の
研
究
で

は
、
Ａ
Ｉ
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
る

可
能
性
の
高
い
職
業
の
１
つ
に
「
記

者
」
が
挙
が
っ
た
。

　

Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
に
「
新
聞
記
者

は
Ａ
Ｉ
に
よ
っ
て
不
要
に
な
る
か
」

と
聞
い
て
み
る
と
、「
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ズ
ム
の
本
質
的
な
部
分
に
お
い
て
は

人
間
の
記
者
が
不
可
欠
」
と
の
回
答

が
返
っ
て
き
た
。
取
材
対
象
者
と
の

信
頼
関
係
の
構
築
、倫
理
的
な
判
断
、

複
雑
な
社
会
問
題
の
理
解
な
ど
は
Ａ

Ｉ
に
よ
る
代
替
が
難
し
い
と
い
う
。

加
え
る
と
す
れ
ば
、
も
っ
と
も
ら
し

い
誤
情
報
が
生
成
さ
れ
た
り
、
入
力

情
報
が
漏
洩
す
る
リ
ス
ク
も
あ
る
。

　

す
ぐ
に
記
者
不
要
の
事
態
に
至
る

こ
と
は
な
さ
そ
う
だ
が
、
業
界
で
は

生
成
Ａ
Ｉ
と
の
付
き
合
い
方
を
探
る

動
き
が
既
に
始
ま
っ
て
い
る
。
佐
賀

新
聞
は
８
月
、
生
成
Ａ
Ｉ
に
よ
る
記

事
や
画
像
を
使
っ
た
紙
面
を
朝
刊
で

掲
載
し
た
。
弊
社
で
も
自
社
記
事
で

追
加
学
習
を
行
っ
た
大
規
模
言
語
モ

デ
ル
を
開
発
し
、
記
事
要
約
な
ど
に

使
っ
て
い
る
。
リ
ス
ク
を
考
慮
し
つ

つ
部
分
的
に
活
用
し
て
い
く
流
れ
が

で
き
つ
つ
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。

　

個
人
的
に
は
生
成
Ａ
Ｉ
に
別
の
意

味
も
感
じ
て
い
る
。
定
型
的
な
記
事

の
作
成
や
公
開
情
報
の
収
集
、
デ
ー

タ
分
析
な
ど
は
Ａ
Ｉ
の
得
意
分
野
と

さ
れ
る
。「
本
質
的
な
部
分
に
お
い

て
は
人
間
が
不
可
欠
」。
そ
れ
は
む

し
ろ
人
間
が
や
る
の
だ
か
ら
、
も
っ

と
意
義
の
あ
る
報
道
を
や
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
は

な
い
か
。
新
米
に
は
荷
が
重
い
が
、

自
戒
と
し
て
胸
に
刻
み
な
が
ら
記
者

人
生
の
歩
み
を
進
め
た
い
。

　
（
日
本
経
済
新
聞
社　

 

小
林　

伶
）

※
写
真
は
、
三
国
志
で
好
き
な
キ
ャ
ラ 

張
飛

生
　成

　Ａ 
  Ｉ　の　回　答

も
あ
り
、
会
議
ご
と
の
頭
の

切
り
替
え
も
短
時
間
で
行
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

そ
の
結
果
、
ま
だ
４
月
だ

と
い
う
の
に
、
身
体
（
目
も

含
む
）
は
凝
り
固
ま
り
、
頭

も
疲
弊
し
て
い
た
。

　

こ
れ
は
何
か
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
方
法
を
考
え
な
け
れ
ば
、

１
年
間
も
た
な
い
と
思
い
、

短
時
間
か
つ
自
分
の
デ
ス
ク

周
り
で
で
き
る
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
方
法
を
慌
て
て
考
え
出
し

た
。

　

し
か
し
、
実
際
に
考
え
て

み
る
と
な
か
な
か
難
し
い
。

　

例
え
ば
、
読
書
。
気
分
転

換
に
は
な
る
が
、
結
局
椅
子

に
座
っ
て
、
目
も
酷
使
す
る

た
め
却
下
。

　

デ
ス
ク
に
絵
な
ど
を
置
い

て
眺
め
る
。
そ
も
そ
も
芸
術

的
素
養
が
な
い
の
で
気
分
転

換
に
な
ら
な
い
た
め
却
下
。

　

サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
で
リ
フ

テ
ィ
ン
グ
。
問
題
点
解
消
に

は
最
も
近
そ
う
だ
が
、
素
人

レ
ベ
ル
の
た
め
、
ボ
ー
ル
で

色
々
破
壊
す
る
将
来
し
か
見

え
な
い
の
で
却
下
。

　

ア
イ
デ
ィ
ア
も
尽
き
か
け

て
い
た
と
き
、「
カ
ッ
カ
ッ

カ
ッ
…
…
」
と
軽
快
な
音
が

す
る
の
で
、
そ
ち
ら
の
方
を

向
く
と
藤
田
副
会
長
が
ド
ヤ

顔
を
決
め
て
立
っ
て
い
た
。

　

そ
の
手
に
持
っ
て
い
た
の

は
、
け
ん
玉
だ
。

　

こ
れ
し
か
な
い
と
思
い
、

さ
っ
そ
く
師
匠
（
藤
田
副
会

長
）
に
お
勧
め
の
け
ん
玉
を

教
え
て
も
ら
い
、
そ
の
場
で

購
入
し
た
。
思
っ
て
い
た
と

お
り
、
成
功
と
失
敗
の
体
験

を
瞬
時
に
で
き
る
の
で
良
い

気
分
転
換
に
な
り
、
玉
に
は

紐
が
付
い
て
い
る
た
め
何
か

を
破
壊
す
る
心
配
も
な
い
。

　

目
標
を
紅
白
歌
合
戦
と
定

め
、
日
々
、
師
匠
の
技
を
盗

み
見
、
ド
ヤ
顔
も
参
考
に
し

て
い
る
次
第
で
あ
る
。

　

他
の
副
会
長
も
記

事
に
し
て
い
る
と
お

り
、
４
月
以
降
、
理

事
者
会
や
委
員
会
等

で
弁
護
士
会
館
に
籠

も
る
機
会
は
多
く
、

会
館
内
で
の
移
動
以

外
は
１
日
中
椅
子
に

座
っ
て
過
ご
す
日
も

ま
ま
あ
る
。

　

ま
た
、
会
議
と
会

議
の
間
が
短
い
こ
と

副
会
長　

須
須
木　

健
太
郎

目 
指 
せ 

紅 

白 

!?

ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー

 

経
験
交
流
会
の
実
施

理
事
者
室

だ
よ
り

ち
な
み
に
、
初
回
の
自
己
紹

介
に
よ
る
と
、
８
期
目
の
大

ベ
テ
ラ
ン
も
い
る
よ
う
で
あ

る
。

　

審
議
は
、
月
に
１
回
平
日

午
後
２
時
か
ら
開
催
さ
れ
、

審
議
事
項
が
多
い
場
合
や
議

論
が
白
熱
し
た
場
合
に
は
、

終
了
時
刻
が
午
後
５
時
を
過

ぎ
る
こ
と
も
あ
る
。
私
は
、

川
崎
支
部
会
館
か
ら
オ
ン
ラ

イ
ン
参
加
す
る
こ
と
が
多
い

が
、
映
像
・
音
声
と
も
に
ク

リ
ア
で
何
ら
の
支
障
を
感
じ

る
こ
と
も
な
い
。

　

各
回
の
審
議
事
項
の
詳
細

は
、
当
会
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス

ト
の
「
常
議
員
会
速
報
」
に

譲
る
が
、
結
論
に
至
る
ま
で

は
、
理
事
者
・
説
明
協
力
者

か
ら
の
趣
旨
説
明
に
始
ま

も
自
治
体
ご
と
に
異
な
っ
て

い
る
の
が
実
情
で
あ
る
。
本

会
は
Ｓ
Ｌ
に
関
す
る
会
員
の

知
見
を
広
げ
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
開
催
さ
れ
た
。

　

ま
ず
、
私
か
ら
、
Ｓ
Ｌ
の

定
義
や
現
在
の
県
内
で
の
整

備
状
況
等
の
基
調
報
告
を
行

い
、
Ｓ
Ｌ
経
験
を
有
す
る
４

名
（
石
田
智
嗣
、上
西
宏
明
、

藤
田
香
織
、村
松
謙
各
会
員
）

が
、
自
身
の
業
務
内
容
を
そ

れ
ぞ
れ
発
表
し
た
。

　

自
治
体
の
任
期
付
職
員
と

し
て
教
育
委
員
会
内
に
常
駐

す
る
形
か
ら
、
事
務
所
で
メ

ー
ル
や
電
話
相
談
を
受
け
る

形
な
ど
、
Ｓ
Ｌ
の
勤
務
方
法

が
多
様
で
あ
る
こ
と
が
紹
介

さ
れ
た
。

り
、各
常
議
員
か
ら
の
質
問
・

意
見
を
経
て
、採
決
に
至
る
。

審
議
用
の
資
料
は
分
量
が
多

い
が
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
が

進
め
ら
れ
て
お
り
、
当
会
の

会
員
専
用
サ
イ
ト
か
ら
確
認

で
き
る
。

　

今
後
の
私
の
目
標
と
し
て

は
、
関
心
の
高
い
審
議
事
項

に
つ
い
て
は
、
１
回
は
発
言

す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

な
お
、
常
議
員
間
で
「
全

回
出
席
す
る
と
幸
運
な
こ
と

が
起
き
る
」
と
の
噂
を
聞
く

が
、
私
は
既
に
１
回
欠
席
し

て
し
ま
っ
た
の
で
、
真
相
を

確
か
め
る
こ
と
が
で
き
な
い

の
が
心
残
り
で
あ
る
。

　

常
議
員
に
ご
興
味
を
持
た

れ
た
方
は
、是
非
立
候
補
を
。

　

最
後
に
、
上
記
４
名
を
パ

ネ
リ
ス
ト
と
し
て
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。

　

保
護
者
と
の
関
係
が
継
続

す
る
た
め
丁
寧
な
対
応
が
求

め
ら
れ
る
一
方
で
、
法
的
に

明
確
な
正
解
が
な
い
こ
と
が

多
い
と
い
う
特
殊
性
ゆ
え

に
、
場
面
場
面
で
の
柔
軟
な

対
応
を
求
め
ら
れ
、
回
答
に

苦
慮
す
る
と
い
う
経
験
談
が

特
に
印
象
的
で
あ
っ
た
。

　

子
ど
も
の
権
利
委
員
会
の

委
員
だ
け
で
は
な
く
、
Ｓ
Ｌ

検
討
部
会
を
有
し
て
い
る
民

事
介
入
暴
力
対
策
委
員
会
の

委
員
も
参
加
し
て
質
問
を
行

い
、充
実
し
た
会
と
な
っ
た
。

　

今
後
も
研
鑽
を
重
ね
、
適

切
な
助
言
を
送
る
こ
と
に
よ

っ
て
、「
子
ど
も
の
最
善
の

利
益
」
が
学
校
現
場
に
お
い

て
実
現
さ
れ
る
よ
う
に
尽
力

し
て
い
き
た
い
。

（
会
員　

淺
井　

崇
裕
）

常議員会
の い ま

「川崎支部会館から
 オンライン参加」

会員　青木　芙美子（66期）

員
会
の
今
を
お
伝
え
す
る
。

　

常
議
員
会
は
、
議
長
・
副

議
長
を
始
め
、
40
名
の
常
議

員
で
構
成
さ
れ
、
本
年
は
１

期
目
の
方
が
複
数
い
る
よ
う

で
、少
し
ほ
っ
と
し
て
い
る
。

　

近
年
、
学
校
現
場
に
お
け

る
弁
護
士
関
与
の
重
要
性
が

叫
ば
れ
る
中
、
Ｓ
Ｌ
制
度
の

拡
充
に
向
け
た
動
き
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
Ｓ

Ｌ
の
定
義
自
体
に
揺
ら
ぎ
が

あ
る
と
と
も
に
、
業
務
内
容

　
初
め
て
の
常
議
員
で
あ
る
。

　

昨
年
４
月
か
ら
川
崎
支
部

幹
事
を
務
め
て
い
る
関
係

で
、
い
わ
ゆ
る
「
支
部
枠
」

で
選
出
さ
れ
た
。
今
回
は
、

新
人
常
議
員
か
ら
見
た
常
議

　

８
月
29
日
、
子
ど
も
の
権

利
委
員
会
主
催
で
、
ス
ク
ー

ル
ロ
イ
ヤ
ー
（
Ｓ
Ｌ
）
を
務

め
た
経
験
の
あ
る
当
会
会
員

を
発
表
者
に
迎
え
、「
ス
ク

ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
経
験
交
流

会
」
が
開
催
さ
れ
た
。

パネルディスカッションの様子
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十
県
会
の
本
は
、
か
ゆ
い

と
こ
ろ
に
手
が
届
く
良
書
が

多
い
気
が
し
ま
す
。
当
会
編

の
も
の
も
、
皆
様
の
お
役
に

立
つ
と
よ
い
で
す
ね
。

（６）

会
員　

田
所　

美
佳

群馬・埼玉・東京・横浜
・新潟

り
、
月
に
２
回
、
今
も
細
々

と
習
い
続
け
て
い
る
。

　

フ
ラ
ダ
ン
ス
で
は
、
手
の

動
き
で
自
然
現
象
や
気
持

ち
、感
情
な
ど
を
表
現
す
る
。

曲
の
歌
詞
に
手
の
動
き
を
合

わ
せ
る
こ
と
が
多
い
の
で
、

踊
り
は
覚
え
や
す
い
。

　

習
い
始
め
て
２
か
月
後
、

関
内
ホ
ー
ル
（
大
ホ
ー
ル
）

で
発
表
会
が
あ
っ
た
。
１
０

０
人
以
上
い
る
生
徒
が
ク
ラ

ス
や
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
ス
テ

ー
ジ
で
踊
る
。
ハ
ワ
イ
か
ら

ク
ム
・
フ
ラ
（
フ
ラ
の
指
導

者
）
も
来
て
、
観
客
も
ほ
ぼ

満
員
の
本
格
的
な
発
表
会
だ

気
予
報
で
は
２
日
間
と

も
雨
で
あ
っ
た
た
め
、
テ

ニ
ス
を
１
分
も
で
き
ず

温
泉
に
浸
か
っ
て
帰
る
だ
け

に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
懸

念
さ
れ
た
。

　

１
日
目
は
、
今
に
も
降
り

出
し
そ
う
な
分
厚
い
雲
の

下
、
テ
ニ
ス
を
１
時
間
程
度

楽
し
ん
だ
と
こ
ろ
で
雷
雨
と

な
り
、
あ
え
な
く
終
了
と
な

っ
た
。

　

夕
食
ま
で
の
間
、
各
自
、

ホ
テ
ル
併
設
の
レ
ス
ト
ラ
ン

で
お
酒
を
楽
し
ん
だ
り
、
露

天
風
呂
に
入
っ
た
り
し
て
日

頃
の
疲
れ
を
癒
し
た
。
夕
食

時
に
は
、
群
馬
県
の
特
産
品

を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
料
理

　

例
年
ど
お

り
の
８
月
24

日
〜
25
日
の

日
程
で
、
群

馬
県
の
「
水

上
高
原
ホ
テ

ル
２
０
０
」

に
お
い
て
、

令
和
６
年
度

横
浜
法
曹
テ

ニ
ス
ク
ラ
ブ

の
夏
合
宿
が

開
催
さ
れ

た
。
２
家
族

の
参
加
も
含

め
、
総
勢
14

名
が
参
加
し

た
。

　

事
前
の
天

野
有
真
は
、
２

回
を
無
安
打
２

奪
三
振
で
無
失

点
に
抑
え
、
逆

転
へ
の
希
望
を

つ
な
ぐ
。
し
か

し
、
打
線
は
好

投
手
田
中
雅
人

の
前
に
３
安
打
と
沈
黙
し
、

あ
え
な
く
完
封
負
け
と
な
っ

た
。

　

３
位
決
定
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

に
回
っ
た
横
浜
は
、
地
元
群

馬
と
２
試
合
目
で
対
戦
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。
こ
こ
で
敗

れ
る
と
即
敗
退
と
な
る
プ
レ

ッ
シ
ャ
ー
か
ら
か
、
先
発
の

川
原
佑
基
が
先
制
を
許
し
て

し
ま
う
。
し
か
し
、そ
の
裏
、

先
頭
の
原
田
聖
哉
が
内
野
安

打
で
出
塁
す
る
と
す
か
さ
ず

盗
塁
し
反
撃
の
狼
煙
を
上
げ

る
。
こ
の
回
、
打
線
が
つ
な

が
り
、
打
者
一
巡
の
猛
攻
で

８
点
を
挙
げ
て
逆
転
し
た
。

川
原
は
２
回
か
ら
立
ち
直

り
、
打
線
も
攻
撃
の
手
を
緩

め
ず
群
馬
に
完
勝
し
た
。

　

３
位
の
か
か
っ
た
第
３
試

合
は
、
新
潟
と
の
対
戦
と
な

っ
た
。先
発
の
畑
中
隆
爾
は
、

味
方
の
失
策
も
あ
り
、
初
回

に
３
点
の
先
制
を
許
し
て
し

ま
う
。
打
線
は
新
潟
の
先
発

で
あ
る
犬
井
純
を
打
ち
あ
ぐ

ね
る
が
、
畑
中
も
立
ち
直
り

両
軍
と
も
零
行
進
が
続
い
た
。

　

試
合
が
動
い
た
の
は
４
回

表
。
２
死
２
、
３
塁
か
ら
鈴

木
貴
雄
の
二
塁
打
で
１
点
差

に
迫
る
と
、
続
く
石
原
大
悟

の
二
塁
打
で
同
点
と
し
、
２

死
満
塁
か
ら
毛
塚
衛
の
２
点

適
時
打
で
勝
ち
越
し
た
。
こ

の
回
10
点
を
挙
げ
る
と
、
５

回
に
も
11
点
を
挙
げ
、
新
潟

に
大
勝
し
た
。

　

３
試
合
全
て
で
初
回
に
先

制
を
許
す
展
開
と
な
っ
た

が
、
群
馬
と
新
潟
に
対
し
て

は
粘
り
強
く
逆
転
し
、
ど
う

に
か
３
位
を
確
保
し
た
。

（
会
員　

坂
本　

学
）

供
た
ち
は
ホ
テ
ル
併
設
の
様

々
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
楽

し
ん
で
い
た
。
テ
ニ
ス
終
了

後
す
ぐ
に
雨
が
降
り
出
し
た
。

　

２
日
間
と
も
雨
の
天
気
予

報
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
望
外
に
テ
ニ
ス
を
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
参
加
者
一

同
の
日
頃
の
行
い
の
良
さ
の

表
れ
で
あ
ろ
う
か
。

　

当
ク
ラ
ブ
に
は
、
家
族
連

れ
で
参
加
す
る
会
員
も
多
数

い
る
。
定
期
的
に
練
習
会
が

開
催
さ
れ
、
裁
判
所
や
第
一

東
京
弁
護
士
会
な
ど
と
の
対

抗
戦
等
他
団
体
と
の
交
流
イ

ベ
ン
ト
も
行
わ
れ
て
い
る
。

初
心
者
か
ら
上
級
者
ま
で
レ

ベ
ル
を
問
わ
ず
参
加
で
き
る

会
に
な
っ
て
い
る
。

　

テ
ニ
ス
に
興
味
の
あ
る
方

は
、
幹
事
の
佐
藤
裕
会
員
ま

で
ご
一
報
を
。

（
会
員　

榊　

研
司
）

　

２
年
前
の
冬
、
年
長
の
娘

と
一
緒
に
フ
ラ
ダ
ン
ス
を
習

い
始
め
た
。

　

き
っ
か
け
は
、
娘
が
保
育

園
の
お
遊
戯
会
で
ダ
ン
ス
に

は
ま
り
、
習
い
た
い
と
言
い

出
し
た
こ
と
。
同
じ
保
育
園

の
友
達
が
通
う
フ
ラ
ダ
ン
ス

教
室
（
親
子
ク
ラ
ス
）
に
入

る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

私
は
以
前
フ
ラ
メ
ン
コ
を

習
っ
て
い
た
が
、
向
い
て
い

な
く
て
す
ぐ
に
辞
め
て
し
ま

っ
た
。
フ
ラ
ダ
ン
ス
も
続
け

ら
れ
る
か
心
配
は
あ
っ
た

が
、
や
る
気
い
っ
ぱ
い
の
娘

と
一
緒
と
い
う
こ
と
も
あ

っ
た
。

　

親
子
ク
ラ
ス
で
発
表
会
に

出
る
の
は
、
大
人
４
人
と
子

供
７
人
。
ま
さ
か
大
人
に
な

っ
て
つ
け
ま
つ
げ
を
付
け
て

舞
台
の
上
で
踊
る
と
は
。
仕

事
で
も
最
近
こ
ん
な
に
緊
張

し
た
こ
と
が
な
い
。
私
は
緊

張
で
動
き
が
小
さ
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
が
、
皆
で
無
事
踊

り
終
え
た
。

　

他
の
ク
ラ
ス
に
は
フ
ラ
歴

十
年
以
上
の
先
輩
も
た
く
さ

ん
い
て
（
最
年
長
は
80
代
）、

皆
上
手
で
見
応
え
が
あ
っ

た
。
男
性
ク
ラ
ス
も
あ
り
、

ゆ
っ
た
り
し
た
曲
に
合
わ
せ

て
笑
顔
で
踊
っ
て
い
た
。
優

雅
に
踊
る
先
輩
の
フ
ラ
ダ
ン

ス
を
見
て
、
な
ん
て
平
和
な

空
間
な
の
だ
ろ
う
と
し
み
じ

み
思
っ
た
。
フ
ラ
ダ
ン
ス
が

一
人
一
人
の
心
の
平
穏
を
も

た
ら
し
、
世
界
平
和
に
つ
な

が
る
の
だ
、
な
ん
て
こ
と
を

考
え
た
。

　

先
日
は
鶴
見
駅
の
駅
前
イ

ベ
ン
ト
に
出
演
さ
せ
て
も
ら

っ
た
。
知
り
合
い
に
会
い
ま

せ
ん
よ
う
に
と
祈
り
な
が
ら

踊
っ
た
。
娘
は
活
き
活
き
と

踊
っ
て
い
た
が
、
私
は
ま
だ

恥
ず
か
し
さ
が
消
え
な
い
。

　

８
月
３
日
、
群
馬
県
渋
川

市
の
小
暮
組
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー

ク
赤
城
に
お
い
て
、
関
越
大

会
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
大

会
は
、群
馬
、埼
玉
、東
京
、

横
浜
、
新
潟
の
野
球
部
が
集

ま
り
、
毎
年
８
月
に
開
催
し

て
い
る
大
会
で
あ
る
。

　

横
浜
の
初
戦
は
、
昨
年
の

全
国
覇
者
で
あ
る
東
京
。
横

浜
は
、
初
回
に
５
点
の
先
制

を
許
す
と
、
２
回
に
も
１
点

を
追
加
さ
れ
る
苦
し
い
展
開

と
な
っ
た
。
３
回
よ
り
救
援

の
マ
ウ
ン
ド
に
上
が
っ
た
関

に
舌
鼓
を
打

ち
、大
い
に
親
睦
を
深
め
た
。

　

ま
た
、
24
日
に
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ

の
Ｅ
テ
レ
に
お
い
て
「
無
差

別
爆
撃
を
問
う
〜
弁
護
士
た

ち
の
Ｂ
Ｃ
級
横
浜
裁
判
〜
」

が
放
映
さ
れ
た
の
で
、
当
ク

ラ
ブ
会
員
で
あ
る
本
間
豊
会

員
ら
の
雄
姿
を
見
守
っ
た
。

　

２
日
目
は
、
幸
い
予
報
が

外
れ
、
曇
り
空
の
下
で
予
定

ど
お
り
テ
ニ
ス
を
実
施
で
き

た
。
年
齢
・
男
女
を
問
わ
ず

一
試
合
ご
と
に
ダ
ブ
ル
ス
の

ペ
ア
の
組
合
せ
を
変
え
て
い

き
、熱
戦
を
繰
り
広
げ
た
。子

練習用のパウスカートとレイ

参加者一同

新潟戦で２打数２安打の二ノ宮

カナベ
ン

横
浜
法
曹
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

YOKOHAMA

　

デ
ス
ク　

勝
俣　
　

豪　

　

記　

者　

安
達　

慎
司　

川
添　

啓
明　

本
間　

久
雄　

長
谷
川　

康　

北
川　

貴
史　

長
谷
川
篤
司　

青
木　

敦
子　

夏
合
宿

夏
合
宿

熱熱
戦戦

新
潟
に
大
勝

新新新新
潟潟
にに
大大
勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝！！！！勝！

初
戦
は
、あ
え
な
く
完
封
負
け

初
戦
は
、あ
え
な
く
完
封
負
け

雨
の
雨
の

 

合
間
を
ぬ
っ
て

合
間
を
ぬ
っ
て

親
子
で

親
子
で

 
フ
ラ
ダ
ン
ス

フ
ラ
ダ
ン
ス

令
和
６
年
度

令
和
６
年
度

関越大会関越大会


